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【概要】

　人類は長らく病原性の高い微生物による感染症に対する脅威と戦ってきた。発展途上国では

いまなお同じような状況が続いているが、日本も含めた先進諸国では致死性の高い微生物より

も、弱毒性の微生物や抗菌薬が効かない耐性菌による感染症が大きな問題である。この違いは

医療の発展の恩恵の多少が原因である。しかし、交通機関の発達はヒト、物資の流通のみなら

ず、微生物の移動にも大きな影響を与えている。したがって、先進諸国であっても発展途上国

での感染症もりる必要がある。

【授業の一般目標】

　感染症を引きおこす重要な微生物の病原因子、感染に対するヒトの防衛機構と、どのような

病原体がどのような感染症を引き起こすのかを理解する。

【成績評価方法・基準】定期試験によって評価する。

【備考】(担当教員に対する質問等の連絡方法)

質問がある場合は、メール「ngotoh@mb.kyoto-phu.ac.jp」でも受け付けます。ただし、携帯

電話からの送信は返答できないことが多いので、PCから送信すること。また、直接、質問に来

る場合もメールで日時を知らせてください。


